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あいの硼としてご利用ぐだお 辿纖贈腦
・

新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
案
ま
と
ま
る

2
1世
紀
へ
躍
進
す
る
自
治
の
拠
点

区
で
は
、
足
立
区
庁
舎
建
設
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
、
こ
の
程
、
足
立
区
庁
舎
建
設

基
本
構
想
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
足
立
区
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

し
、
足
立
区
の
将
来
像
を
目
指
す
拠
点
と
し

て
、
最
新
の
情
報
処
理
、
通
信
機
能
を
持
つ

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
庁
舎
と
す
る
予
定
で

す
。

ま
た
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
・
区
政
情
報

セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル
ー
ロ
ビ
ー
な
ど

を
設
け
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
と
し
よ
り
や
体
の
不
自
由
な

方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
し
。
平

成
6
年
に
は
、
2
1世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
庁

舎
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

インテリ汕 ● s 喩

黻宍

新庁舎の
建設方針

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

総
合
防
災
対
策
拠
点
・
東
京

都
防
災
セ
ン
タ
ー
の
防
災
情
報

基
地
と
し
て
、
災
害
時
に
は
す

ば
や
く
正
確
に
対
策
が
と
れ
る

よ
う
。
庁
舎
の
耐
震
性
・
防
災

性
を
高
め
、
区
民
の
生
命
と
財

産
の
安
全
性
を
確
保
す
る
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
す
。

来
庁
者
の
利
便
性
を
確
保

庁
舎
は
開
放
的
で
、
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

整
備
し
ま
す
。

区
民
の
、
と
り
わ
け
高
齢
者

の
方
や
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

に
安
全
で
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
駐
車
場
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

案
内
、
階
段
、
廊
下
・
カ
ウ
ン

タ
ー
な
ど
を
、
十
分
考
え
た
庁

舎
と
し
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応

社
会
の
変
化
や
区
の
仕
事
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
O
A

化
を
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

議
会
施
設
の
整
備

区
民
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る

区
堕
芯
独
立
性
を
尊
重
し
て

議
会
活
動
が
円
滑
・
適
正
に
で

き
、
あ
わ
せ
て
区
民
公
開
の
機

能
を
備
え
た
施
設
と
し
ま
す
。

執
務
環
境
の
整
備

効
果
的
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
と

仕
事
の
能
率
が
あ
が
る
事
務
室

と
し
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
に
努
め
ま
す
。

情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

区
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す

る
情
報
を
正
確
に
早
く
提
供
す

る
情
報
セ
ン
タ
ー
、
区
民
の
交

流
や
情
報
交
換
に
利
用
し
た

り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
も
開
け

る
ロ
ビ
ー
、
講
演
会
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
国
呀
'
議
も
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
設

置
し
、
庁
舎
が
総
体
と
し
て
情

報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

交
通
利
便
性
の
確
保

区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
す

る
た
め
、
駐
車
場
、
周
辺
道
路

な
ど
を
整
備
し
、
連
絡
バ
ス
や

路
線
バ
ス
な
ど
交
通
機
関
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

地
域
の
環
境
整
備

庁
舎
と
中
央
公
園
を

】体
的

に
整
備
し
、区
民
が
憩
え
る
広

場
・
災
害
時
の
防
災
活
動
拠
点

と
し
て
活
用
し
、
あ
わ
せ
て
周

辺
市
街
地
の
防
災
ま
ち
づ
く
り

を
促
進
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)・
庁
舎
建

設
室

瑟
1
1
1
1

㈹ 現在の中央本町庁舎

建

設

内

容

□
建
設
計
画
の
概
要

O
庁
舎
の
位
置

足
立
区
中
央
本
町
一
丁
目

(現
中
央
本
町
庁
舎
脇
)
。O

本
庁
の
職
員
数

事
務
員
の
増
大
は
、O
A
　

化
の
推
進
等
で
対
応
し
、

こ
れ
以
上
職
員
数
は
増
や

さ
な
い
こ
と
を
基
本
と
す

る
。

〇
施
設
の
規
模

建
築
延

べ
面
積

約
5
万

平
方
口

駐
車
場

約
崩
台

自
転
車
、
バ
イ
ク

約
千

台
〇
庁
舎
の
配
置

周
辺
地
区
と
の
環
境
調
和

に
配
慮
し
て
、
公
開
空
地

を
広
く
と
り
、
中
央
公
園

と
一
体
化
し
た
配
置
と
す

る
。

□
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
2
年
度
に
基
本
設
計

に
着
手
し
、
同
4
年
度
着

エ
す
る
予
定
。

完
成
は
、
同
6
年
度
の
見

込
み
。

□
工
事
費
概
算

約
3
6
8
億
円

第3回

区政モニターアンケ ート

住民から みた言葉

「商業ポテンシャル」
って何?

現
在
、
区
で
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
の
よ
り
良
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
、
委
員
会
を
設
け
て
役
所

用
語
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
と
か
く
評
判
の

悪
い
役
所
用
語
に
つ
い
て
区

政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
お

聞
き
ま
し
た

。

役
所
か
ら
の
文
書
が
わ
か

り
に
く
い
と
思
っ
た
経
験
の

あ
る
人
は
3
5
%
、
書
類
が
書

き
に
く
い
と
感
じ
た
こ
と
の

あ
る
人
は
、
さ
ら
に
多
く
4
7
%

で
し
た
。

話
し
言
葉
で
は
、
4
1
%
の

人
が
「
役
所
の
職
員
の
説
明

が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
答
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
体
験
を
ふ
ま
え
て

か
、
行
政
用
語
で
重
視
す
べ

き
点
は
「
わ
か
り
や
す
さ
」

で
あ
る
と
考
え
る
人
が
9
割

近
く
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
使
わ
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
る
カ
タ
カ
ナ

語
。
役
所
の
印
刷
物
か
ら
2
2

語
を
取
り
出
し
。
分
か
り
に

く
い
も
の
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、―
位
は
「
商
業
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
」
で
7
6
%
、
以
下
「
コ
～

ポ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」、
「
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ラ

ン
チ

」
と
続
き
、
5
9
%
の
人

が

「
カ
タ
カ
ナ
語
は
日
本
語

の
注
を
付
け
て
使
う
べ
き
」

と
し
て
い
ま
す
。

「
殿
」
、
「
様
」な
ど
の
敬
称

に
関
し
て
は
、
約
7

割
が

「
様

」
の
使
用
を
望
ん
で
い

ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
情
報
公
開

課
、
図
書
館
で
報
告
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
広
聴
係瑟

1
1
1
1

㈹

本庁舎・中央本町庁舎であつかつている主な業務はつぎのとおり で す

□ 本紙4ま再生紙をイ吏用しています
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文

化

歌
舞
伎
の

魅
力
を
探
る

第
匐
期
成
人
セ
ミ
ナ
ー

江
戸
時
代

、
老
若
男
女

が
熱

中
し
た
、
最
高
に
し
て
最
大
の

庶
民
の
娯
楽
、「
歌
舞
伎
」
。今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

、
現
代
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
て

く
れ
る
こ
の
「
歌
舞
伎
」
に
つ

い
て
学
び
ま
す

。

日
時
・
内
容

表

剛
の
と
お
り

講
師

菊
池
明
氏
(

早
稲
田
大

学
演
劇
博
物
館
)

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
在
動
者
で
、

全
回
出
席
可
能

な
方

。な
お
、

講
座
で
は

、
グ
ル
ー
プ
づ
く

り
も
行

い
ま
す

定
貝
5
0

人
(

抽
選
)

費
用

無
料
(

教
材
費
等
は
実

費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
佳

所

。
氏
名

、
年
齢

、
職
葉
、

電
話
番
气

「
成
人
セ
ミ
ナ
ー

受
騎
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
4

月
2
5日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
舎
(
千

住
)
・
文
化

振
興
係

〒
1
2
0
　

千
佳
I
E
4
-
1
8

表( 1)

「歌舞伎の魅力を探る」日程表
第13期成人セミナー

青
年
セ
ン
タ
ー

4
月
シ
ネ
サ
ロ
ン

「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」

全
米
テ
ィ
ー
ン
の
バ
イ
ブ
ル

と
い
わ
れ
る
ス
ー
ザ
ン

ー
E
・

ピ
ン
ト
ン
の
小
説

を
映
画
化
し

た
愛
と
哀
し
み
の

は
ざ
ま
で
揺

れ
勤
く
切

な
い
青
春
群
像
。

ト
ム

ーク
ル
ー
ズ
、
ダ
イ
ア

ン

ー
レ
イ
ン
な
ど
今
を
と
き
め

く
ス
タ
ー
が
総
出

演
。

日
時
4

月
2
5日
(
水
)
、7

時

か
ら

費
用

無
料

ビ
デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ザ
ー
ビ
ー
ト
ル
ズ
」

今
回
は
数
々
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン

バ
F

を

世

に
送

り
出

し
た

「
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
を
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
4

月
1
8日
(
水
)
、
午
後

7
時
か
ら

題
名
H
E
L
P
!

賢
用

無
料

―
い
ず
れ
も
―

場
所
・
間
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー
　
8
9
0
0
0
6
1

福

祉

「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
」

利
用
会
員
募
集

「
あ
う
た
か
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

地
域

の
方
た
ち
で
支
え
合
う
、

会
貝

制
の
有
料
・
有
償
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
す

。
モ

デ
ル
地
区
内

面
)

に
お
住
ま

い
で

、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希

望
す
る
方

莉

用
会
員
)
の
中

込
受
付
を
始
め
ま
す

。

受
付
開
始
4

月
1
6日

か
ら

受
付
時
間

午
前
9

時
～
午
後

5
時

利
用
会
員

区
民
で
日
常
生
活

に
手
助

け
を
必
嬰
と
す
る
お

と
し
よ
り
の
方
な
ど

会
S

年
額
2
千
椢
円

サ
ー
ビ
ス
内
容
と
利
用
料

表

ぽ
の
と
お
り

基
本
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
別

に
利
用
料
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
サ

ー
ビ
ス
襟
供
に
必

要
な
交
通
費
等
も
利
用
会
員
の

方
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
の
支
払
方
法

毎
月
1
0
　

日
に
前
月
分
を
利
用
会
員
名

儀
の
郵
便
貯
金
口
座
か
ら
公

社
が
引
き
落
し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
手
順
　

表
Ⅲ
の
と
お
り

受
付
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
あ
い
あ
い
公
社
サ
ー
ピ

ス
課
(
足
立
区
竹
の
塚
2
-
2
5
-
1
7

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
2

階

豊
颱
6
1
7
2
)

モデル地区
国 道4 号 線・ 放 射11

号線 ・ 都 県境 ・ 荒 川
で 囲 ま れ た区 域

表( 3) 　援肋協力員事業の内容・利用料( 謝礼)

表( 4)

サ ービ ス利 用ま での 手順

介
護
入
門
講
座

参
加
者
募
集

日

時
・
内
容

表
剛
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
3
0

人
(
抽
選
)

賦
師

▽
後
藤
栄
子
氏

百

本

在
宅
看
護
晋
及
会
代
表
)

▽

長
田
久
雄
氏
(

都
立
医
療
技

術
短
期
大
学
講
師
)

S
用

無
料
(

た
だ
し
教
材
賢

は
実
賢
負
廻

、
千
円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
年
齢

、
職
業

、

電
話
番
号

、
希
望
理
由

、『
介

護
入
門
講
座
』
と
明
記

申
込
期
限
4

月
2
4
日
必
着

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
婦
　

人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3
梅
　

田
7
-
3
3
-
I
エ
ル
ー
ソ
　

フ
ィ
ア
内
　

跏
5
2
2
　
2
)

表( 5) 　介護入門講座日程表

*時間はいずれも午前10時～12時

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で

、3
ヵ
月
以

上
寝
た
き
り
の
方
ま
た
は
老

年
性
痴
呆
に
よ
り
常
時
介
助

を
必
要

す
る
方
(

い
ず
れ
も

在
宅
ま
た
は
入
院
中

に
限
り

ま
す
)
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人
名
義
の
預

金
通

恨
(
郵

便
局
を
除
く
)

▽
印

か
ん

▽
入
院
証
明
書
(
入
院
の

鳩
合
の
み
)

受
給
者
の
方
へ

4
月
期
分

苹

成
元
年
1
2
月

～
平
成
2
年
3

月
)
の
老
人

福
祉
手
当

を
4

月
2
5
日

ご

ろ

。
対
象
の
皆
さ
ん
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
届
出
の

金
融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お

、
次
の
よ
う
な
堡

ほ

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

▽
施
設
入
所

、
死
亡

。
転
出
等

で
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

▽
穫
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
气

住
所

な
ど
届
出

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
手
当
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
間
合
せ
先

本

庁
舎
(
千

住
)
・
老
人
福
祉
係

保
育
園

臨
時
職
員
募
集

勤
務
時
間
日
曜
・
祝
日
を
除
　

く
毎
日
▽
朝
・
・
』午
前
7
時
　

3
0
分
～
9
時
3
0
分
▽
夕
・
:
　

午
後
4
時
～
6
時

動
務
場
所

区
内
保
育
園

報
酬

時
給
刪
円

応
募
責
格

健
康
な
方

応
募
方
法

登
録
制
(
住
所

、

氏
名

、
連

絡
先
等
登
録
)

応
募
期
間

随
時

応
募
・
間
合
せ
先

本
斤
舎
(
千

住
)
・
保
育
第
一
係

みんな の健康 足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004

東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351

あ
だ
ち
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
0

楽しいイベントが盛りだくさん

5月13日(日)
元渕江公園で
開催されます

詳
し
く
は
、「
あ
だ
ち
広
報
」
5
月
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す

仕
事
と
経
営

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

内
職
・
パ
ー
ト
相
談

技
能
講
習
会

今
ま
で
の
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
嶌
粂
が

、
動
労
禰
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

□
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
職
業
相

談
(

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日

時

平
日
・・
・
午
前
9
時
～
午

後
4

時
3
0
分
、
土
曜
日
・
;
正
午

ま
で
(

日
曜
・
祝
日
お
よ
び
第
2

・
第
4
土
曜
日
を
除

く
)

□

出
張
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)

日

時

毎
週
金
曜
日

、
午
後
1
　

時
3
0
分
～
4
時

鳰
所

西
新
井
区
民
ギ
ヤ
ーフ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
ニ
チ
イ

4
階
)

□
求
人
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)

寡
業
主
の
方
の
求
人
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

。

□
各
種
技
能
講
習
会

就
業

に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け

、
よ
り
有
利
な
条

件
で
働
き
た
い
方
の
た
め
に
、

講
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す

。

講
習
名
・
内
容

表
噐
の
と
お

こ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

□
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・

あ
っ
せ
ん
)

日
時

毎
月
第
2

火
曜
日

、
午

前
1
0
時
～
午
後
3

時

主
催

墨
田
区
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所
、
足
立
区
高
齢
者

事
業
団

□
労
働
相
談
(

労
価
者
・
使
用

者
間
の
労
働
関
係
相
談
)

日
時

毎
月
第
1
月
曜
日

、
午

後
2
時
～
4
時

主
催

王
子
労
政
事
務
所

経
理
事
務
講
習
会

日
時
5
月
7
日
～
2
2
日
(
土
　

・
日
曜
日
を
除
1
2
日
問
)

午

後
1

時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
で
初
心
者
の

方
(

就
業
を
希
望
し
て

い
る

方
)

定
員
3
0

人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
教
材
賢
実
費
負

担

、3
千
円
程
度
)

申
込

方
法

往
復
(

ガ
キ

に

「
経
理
事
務
処
理
希
望
」、住

所

、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢

、
電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
4

月
2
1日
消
印
有

効工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

日
時
5
月
9
囗
～
2
9
日
(
土

・
日
曜
日
を
除
く
巧
日
間
)
　

午
前
1
0
～
午
後
3

時

対
象

区
内
在
住
で
初
心
者
の

方
内
容

基
礎
縫
い
か
ら
プ

ーフ
ウ

ス
、
ス
カ
ー
ト
等
の
製
作

定
員
1
6

人
(
先
着
順
)

S
用

無
料
(
教
材
賢
実
費
負

担

、2
千
円
程
度
)

申
込
方
法
4

月
2
6
日

、
午
前

9
時
か
ら
直
接
窓
口
へ

※
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
(

健
康
保
険
証
等
)

―
い
ず
れ
も
―

鳩
所
・
申
込
・
問

合
せ
先

足
立
区
助
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
〒
囹
綾
瀬
I
L
3
4
　

―
7
F
1
0
2

綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

内

峻
瀬
駅
西
口
下
車
徒
歩

3
分
　

貘
3
5
8
4
)

表( 2) 　各種技能講習会

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
募
集

場
所

千
住
桜
木
2
-
1
5
!
　

―
-
1
0
1

施
設

内

客

居

室
(
個
室

1
1・
7

平
方
む
)

ほ
か

入
案
資
格

▽
都
内
の
中
小

企

業
に
動
務
す
る
1
5
歳
以

上
2
8
歳
未
満
の
単
身
男

子

▽
申
し
込
み
日
前
3

ヵ
月

の
平
均
月
収
が
1
5万
円
以

下
入

寮
予
定
人
員
2
0

人
程
度
　
(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
　

選
)

使
用
料
月
額
5
千
覬
円
電

気
・
ガ
ス
ー
水
道
料
は
別
)

申
込
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
　

庁
舎
・
区
民
生
活
係
　
倒
5
1
6
9

※
申
込
用
紙
は

。
区
民
生
活
　

係
と
勦
労
青
少
年
寮
に
あ
　

り
ま
す

。

健

康

家
か
ら
外
へ

出
て
み
ま
せ
ん
か

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

期
間
2
年
5
月
～
3
年
3
月

日
時
毎
週
木
曜
日
。午
後
1
　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

※
月
1

回
の
会
食
日
は

、
午
前
1
0

時
か
ら
で
す
。

参
加
資
幡

▽
区
内
在
住
で
6
5
　

歳
以
上
の
方

▽
気
力

、
体

力
の
褒
え
を
感
じ
て
い
る
が

自
分
で
通
え
る
方
ま
た
は
、

家
族
の
介
助
で
参
加
で
き
る

方

▽
区
内
に
転
入
し
て
3
　

年
末
濟
の
方

※
た
だ
し

、
医
療
的
介
護
を
必

要
と
す
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

定
員
2
0

人
(
先
着
弓

内
容

軽
い
体
操
や
手
芸

な
ど

一

用

月
額
汕
円
(

お
や
つ

。

会
食
代
な
ど
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
受
付
開
始
4

月
1
7日
か

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
千
佳
元
町
3
4
―
1
　
8
8
2

2
7
6
5
)

国
民
年
金

こ
ん
に
ち
は
―
―

国
民
年
金

推
進
員
で
す

国
民
年
金
の
未
納
分
保
険
料

の
廠
収
や
年
金
に
つ
い
て
の
さ

ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
お
答
え
す

る
た
め

、
今
月
か
ら
「
国
民
年

金
推
進
員
」
が
戸
別
訪
問
し
て

い
ま
す

。

区
民
の
方
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
国
民

年
金
推
進
員
は
。
あ
な
た
の
生

活
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
た
め

、2
3区
で
は
初
め
て
導

入
さ
れ
た
非
常
動
の
年
金
相
談

貝
で

す
。
足
立
区
内
に
1
3人

、

忙
し

い
あ
な
た
と

、
区
役
所
の

橋
渡
し
と
な

っ
て
活

躍
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

。

も
う
受
け
取
り
ま
し
た
か

老
齢
福
祉
年
金

老
齢
襌
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は

、4
月
1
1
日
か
ら
指
定

の
郵
便
局
で
支
払
い
が
受
け
ら

れ
ま
す

。
お
早
め
に

、
本
証
書

と
特
別
証
一

を

お
持

ち
の
う

え
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
給
付
係
　
脚
5
1
6
5

ね

ん
き
ん

出

張

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

区
で
は

、
毎
月
皆
さ
ん
の
お

近
く
に
出
張
し
て

、
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す

。
お
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

跏
5
0
6
1

表( 6) 　4 月の年金相談日程表

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険

料
は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月

の
末
日

が
納
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す

。

3
月
分
の
保
険
料
は

、5
月
1

日
(
4

月
3
0日

が
振
替
休
日

の
た
め
)
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
元
年
4

月
か
ら

平
成
2
年
2

月
分
ま
で
の
未
納

保
険
料
に
つ
い
て

も
、5
月
1

日
ま
で
に
納
付
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

。

や
む
を
得
ず
、5

月
2
日
以

後
に
納
付
す
る
懋

ほ

、
足
立

区
の
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

。
お
手
数
で
す

が

、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

に

連
絡
し
て

、
納
付
書
(

国
庫
納

付
一
)

の
発
行
を
受
け

、
金
殿

事
務
所
・
国
民
年
金
保
険
料

課
　

翊
0
1
1
1

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

弸
5
1
6
1

国
民
年
金
の
届
出

四
月
は
異
助
の
季
節
で
す

。

国
民
年
金
の
届
も
忘
れ
ず
に

。

国
民
年
金

に
加
入
中
の

方

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
砿
当
し

た

と
き
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。

▽
会
社
等
に
就
職
し
、厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に

な
っ
た
と
き
や
、
夫
が
会
社
等
・

を
変
わ
っ
た
と
き
・
退
職
し
た

と
き
。
ま
た
は
、
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
と
き

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
中
の
方
が
会
社
等
を
退
職
し

た
と
き
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
が
必
要
で
す
。

手
娩
場
所

国
民
年
金
謀
ま
た
I

は
区
民
事
務
所

必
妻
な
も
の

▽
印
か
ん
▽
国

民
年
啻

手
帳
▽
厚
生
年
舍
于

帳
▽
健
康
保
陝
証

閊
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
蹕
適
用
係

腦
5
1
5
1

都市農業公園
〝チ ュ ー リ ップ 〟

今
年
は
、
「
う
さ
ぎ
」と
「
か
め
」

の
形
を
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

本
の
あ
る

暮
ら
し

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

お
も
し
ろ

い
本
を
読

み
た

い
、
知
り
た
い
こ
と
・
調
べ

た
い
こ
と
が
あ
る
そ
ん
な
時

は
、
ぜ
ひ
、
図
書
館
へ
。

区
内

に
は
硯
在
1
6の
図
一

館
が
あ
り
、
約
川
万
冊
の
蔵

雀
が
あ
り

ま
す
。
小
説
・
ベ

ス

ト
セ
ラ
ー
は
勿
論

の
こ

と
、
趣
味
の
本
や
調
べ
も
の

に
役
立
つ
本
、
子
ど
も
向
け

の
本
や
紙
し
ば
い
な
ど
、
た

く
さ
ん
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
雑
誌
や
新
聞
、
C
D

・

レ
コ
ー
ド
(
中
央
の
み
)
も

置

い
て
あ
り
ま
す

。

こ
れ
ら
の
資
料

の
所
在

は

、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
よ
り
。
ど
こ
の
図

一

館
(
宮
城
・
新
田
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し

お
待
ち
く

だ
い
。)か
ら
で
も
す
ぐ
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
巡

回
車
も
毎
日
2
回
区
内
の
図

書
館
を
巡
っ
て
お
り

、
資
料

は
す
ぐ
に
届
き
ま
す

。(
C
D

・
レ
コ
ー
ド
を
除
く
)
　

ど
う
ぞ
、
お
近
く
の
図
一

館
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

。
利
用
は
無
料
で
す
。

な
お

、
開
館
時
間
は
喪
閇
の

と
お
り
で
す

。

表( 7)

☆　 上 記以 外 に 、 工 事等 施 設管 理 上、 臨時 休 館 す る 場合 が あ りま す。

教

育

教

育

相

談

登
校
を
嫌
が
る
、
落
ち
着

き
が
な

い
、
言
葉
が
遅
い
な

ど

、
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
悩

ん
で

い
る
方
に
、
専
門
の
相

駁
員

が
問
題
の
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。

□
面
接
相
談

受
付
日
時
毎
日
(
日
曜
・
　

祝
日
、第
2
・
4
土
曜
日
　

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
　

後
5
時
(

土
曜
日
は
正
午

ま
で
)

申
込

方
法

電
話
予
約

播
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相

駁
室
・・
・
　
吩
9
5
3
1
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相

酸
綾
瀬
分
室
…
讎
3
5
8
　
8
(

績
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

□
電

話
相
談

受
付
日
時
祝
日
を
除
く
毎
　

週
月
～
金
曜
日
、午
前
9
　

時
～
午
後
4
時
3
0
分

相
談
・
受
付
先

教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
相
陝
室
　

跏

7
8
6
7
(
(
(

ヨ

。
ナ

ヤ
ム
ナ
)

相

談

婦
人
相
談

○
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

困
っ
た
と
き
は
相
談
を
…
○

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

女
性
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

に
。
女
性
問
題
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
個
人
の
秘
密
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
り
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
夜
間
の
相
談

を
今
ま
で
の
水
曜
日

に
加
え
。

月
曜
日

も
行
っ
て

い
ま
す
。
お

動
め
の
方
も
、
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
毎
週
火
・
木
・
金
曜

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

▽
毎
週
月
・
水
曜
日

、
午
後

2
時
～
午
後
8

時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー
相
談
室膕

5
2
2
3

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所本庁舎(千住) 1階区民相談室
住 所　千住1- 4- 18　882- 1111 ㈹

困っ たこ とや 心 配なこ と があり まし たら 、 気軽 にご 利用< ださ い( 無 料・ 秘密 厳守)

<
訂
正
と
お
わ
び
>

3
月
2
5
日
号

掲
示
板

『
国
の
進
学
ロ
ー
ン
受
付

中
』
の
記
事
で
、
利
率
が

年
卩
%

と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
年
口
%
の
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
金

融
公
庫
千
佳
支
店
(
　

朏

6
1
7
5
)

ま
で
。

<
広
報
課
>
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ご
当
地
ソ
ン
グ

『
足
立
の
女
よ
』が
で
き
ま
し
た

♪
も
ぐ
ら
電
車
が
ひ
ょ
っ

こ
り
顔
を
こ
こ
は
荒
川
北
千

住
上
略
)
一
本
二
本
三
本

四
本
だ
れ
が
呼
ん
だ
か
お

化
け
さ
ん
～
♪

区
内
の
名
所
が
織
り
込
ま
れ

た
演
歌
調
の
こ
の
歌
「
足
立
の

女
よ
」は
、辰
沼
一
丁
目
に
お

住
ま
い
の
岩
部
石
松
さ
ん
が
作

詞
し
た
も
の
で
す
。

「
朝
、
散
歩
し
て
い
X
Q

き
、

葛
西
用
水
に
群
が
る
白
鷺
の
数

が
少
な
く
な
っ
た
な
と
感
じ
た

ん
で
す
。
お
化
け
煙
突
と
組
み

合
わ
せ
て
、
消
え
て
ゆ
く
も
の

を
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
の
思

い
を
込
め
ま
し
た
」
と
岩
部
さ

ん
。プ

ロ
に
曲
を
依
頼
し
、
昨
年
9

月
に
完
成
。
ロ
コ
ミ
で
次
第

に
広
ま
り
、
今
年
3
月

、
東
部

セ
ン
タ
ー
あ
し
だ
ち
大
学
の
終

了
懇
談
会

で
も
歌
わ

れ
て
、

「
歌

い
や
す

い
曲
ね
」「
お
化
け

煙
突

か
、懐
か
し

い
な

あ
」と

満
場
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

「
歌
詞
づ
く
り
で
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
た
い
」。曲
の
っ
い
た
4

編

の
ほ
か
、
書
き
た
め
た
詞
は
1
0

編
以
上
に
も
の
ぼ
叨
ま
す
。

「
足
立
の
女
よ
」
を
聞
き
た
い

方
、
作
曲
で
き
る
方
は
ぜ
ひ
、

岩
部
さ
ん
(
酋
6
0
6
7
7
2
2
)

ま
で
。

( 足 立の 女よ) を歌 う岩 部さ ん

「花畑の町名の由来を
絵本に」

花畑児童館・老人館

絵本教室

「
枯
木
に
又
花
の
咲
く
ご
と

し
…
」
。新
羅
三
郎
義
光
の
勝
利

を
祝
っ
た
、
正
覚
寺
住
職
の
言

葉
か
ら
生
ま
れ
た
と
伝
わ
る
、

花
畑
の
地
名

。

こ
の
言
い
伝
え
が
絵
本
に
な

り
ま
し
た
。
花
畑
児
童
館
・
老

人
館
(

現
花
畑
セ
ン
タ
上

手

作
り
絵
本
教
室
参
加
者
の
1
年

が
か
り
の
成
果
で
す
。

始
め
る
前
に
ま
ず
、
花
畑
在

住
の
足
立
史
談
会
会
員
を
講
師

に
迎
え
、
由
来
を
勉
強
し
て
か

ら
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
で
、

手
本
の
原
画
は
花
畑
西
小
学
校

の
美
術
の
先
生
に
、
ち
ぎ
り
絵

の
コ
ツ
は
地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
に

お
願
い
す
る
な
ど
、
製
作
に
も

花
畑
地
域
の
人
材
を
フ
ル
活

用
。
最
終
日
の
3

月
1
5日
に
、

張
り
合
わ
せ
た
本
の
端
を
切
り

そ
ろ
え
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
思
っ
た
よ
り
立
派
な
で
き

ば
え

。
満
足
で
す
」
と
全
員
が

自
画
自
賛
。
次
回
は
5
月
頃
に

絵
本
を
作
る
予
定
で
す

。

な
お
、
こ
の
絵
本
は
同
館
の

ほ
か
、
中
央
図
書
館
、
情
報
公

開
課
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ
ー
　

尽
一
2
6
1
7

1年ががりの労作を手に、
み ん な ニ ッ コ リ

豆 記者
ガ ン バ ル

伊 興小、全国 新聞
コンクールで見 事入選

先
月
、
伊
興
小
学
校
の
学
校

新
聞
「
い
こ
う
」
が
第
3
9回
全

国
小
・
中
学
校
・
P
T
A
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
、
毎
日
小

学
生
新
聞
賞
に
入
選
し
ま
し

た
。「

い
こ
う
」

は
、
野
手
美
和

子
先
生
を
中
心

に
5
・
6
年
生

の
生
徒
1
7人
で

構
成
さ
れ
た
新

聞
委
員
会
が
発

行
。『

生
徒
た
ち

は
、
取
材
か
ら
編
集
ま
で
自
主

的
に
活
動
し
て
い
て

、
私
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
の
助
言
を
す
る
ぐ

ら
い
。
学
校
新
聞
は
、
子
供
ら

し
さ
が
1
番
だ
と
思
い
ま
す
」

と
野
手
先
生

。

「
水
道
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
が
出

た
ら
い
い
」「
校
庭
が
遊
園
地
だ

っ
た
ら
最
高
」
な
ど
子
供
な
ら

で
は
の
意
見
や
地
域
の
児
童
館

や
給
食
室
へ
の
大
胆
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
紙
面
に
は
、
生

徙
た
ち
の
活
気
や
夢
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
壁
新
聞
も
含
め
毎
月
6

種
類
の
新
聞
を
発
行
。
最
大

の
悩
み
は
蒔
間
が
無
い
こ
ぷ

だ
そ
う
で
す
。

卒業記念号の壁新聞を前に
新 聞 委 貝 会 の 皆 さ ん

マシソヨ( おいしい)

料理で韓国を知る

「
え
ご
ま
の
葉
は
洗
っ
て
水

を
よ
く
ふ
き
、
牛
肉
は
・・・
」
先

月

、
青
年
セ
ン
タ
ー
で
4
回
に

わ
た
り
、「
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
シ

リ
ー
ズ
」
と
題
し
て
韓
国
料
理

の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

国
際
化
が
叫
ば
れ
、
西
洋
へ

向
き
が
ち
だ
っ
た
目
が
ア
ジ
ア

の
国
々
に
も
向
け
ら
れ
始
め
た

今

、
よ
り
、
ア
ジ
ア
の
人
々
や

文
化
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い

で
す
。

第
1
弾
は
、
韓
国
の
家
庭
料

理
。
料
理
を
通
し
て
お
国
柄
を

知
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ちょ
う
じ
ゅ
ん
おく

講
師
の
趙

重

玉
さ
ん
が
、

日
本
に
は
、
な
じ
み
の
薄

い
食

材
の
話
や
文
化
の
話
に
も
触
れ

な
が
ら
料
理
を
指
導

。「
野
菜
を

多
く
取
り
入
れ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

や
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
な
ど
を
使

っ
た
韓
国
料
理
は
、
肥
満
防
止

に
は
。
も
っ
て
こ
い
で
す
よ
」

と
趙
さ
ん
は
、
韓
国
料
理
の
効

能
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、
調
味
料
や

薬
味
の
使
い
方
に
特
徴
が
あ

り
、
料
理
か
ら
そ
の
国
の
風
土

や
文
化
を
感
じ
た
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

青
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
薑

も
ア
ジ
ア
の
国
々
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
企
画
中
で
す
。

グ ル ー プ に 別 れ て 調 理 の 実 習

まごころこもった

〝手 作り 桜 の 卒 園 式〟

五反野保育園

現
在
、
改
築
中
の
五
反
野
保

育
園
仮
園
舎
の
園
庭
に
め
ず
ら

し
い
桜
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

園
庭
の
柳
の
木
の
枝
に
は
、

み
ご
と
な
ピ
ン
ク
色
の
桜
の
花

が
所
狭
し
と
咲
き
ほ
こ
っ
て
い

ま
す
。

「
え
っ
、
柳
の
木

に
桜
の

花
り
‥」
実
は
卒
園
式
の
た
め
に

保
母
さ
ん
た
ち
が
、
京
花
紙
の

折
り
紙
や
、
ラ
ッ
カ
ー
で
着
色

し
た
タ
マ
ゴ
の
パ
ッ
ク
で
作

り

、
柳
の
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
か

せ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
(
3
/
2
0
)
は
、
卒

園
式
で
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い

思
い
の
目
標
を
た
て
、
ま
ご
こ

ろ
の
こ
も
っ
た
手
作
り
桜
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
元
気
に
小
学
生

へ
の
第
1
歩
を
ふ
み
だ
し
て
ゆ

き
ま
し
た
。

( 後にあるのが尭生のつくった桜だよX)

〝
い
ま
、
風
は
北
千
住
〟

北
千
住
C
.
I
.イ
ベ
ン
ト
開
催

北
千
住
が
2
1世
紀
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
…

屁
千
住
の
新
た
な
イ
メ

ー
ジ

を
探
る
「
北
千
住
C
.
I
.

イ
ベ
ン
ト
」
が
3
月
3
0・
3
1

日
、
北
千
住
駅
ビ
ル
W
I
Z

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
。
大
学
生
た

ち
に
北
千
住
の
新
た
な
イ
メ
ー

ジ
を
語
っ
て
も
ら
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
世
界
の
島
都
市
や
ま
ち

な
み
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

中
で
も
《
北
千
住
き
の
う
。

き
ょ
う
》
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー

で
は
。
足
立
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
が
カ
メ
ラ
を
片
手
に
撮
影

し
た
荒
川
や
北
千
住
駅
な
ど
千

住
の
ま
ち
な
み
を
上
映
。「
ビ
デ

オ
を
ご
覧
に
な
っ
た
み
な
さ
ん

に
、
千
住
の
あ
た
た
か
さ
、
お

も
し
ろ
さ
が
伝
わ
っ
て
く
れ
れ

ば
と
撮
影
し
ま
し
た
。」と
作
成

者
の
一
人
當
摩
勇
雄
さ
ん
。

大
学
生
や
地
元
の
人
た
ち
の

描
く
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
こ
れ

か
ら
も
発
展
を
続
け
て
ゆ
く
北

千
住
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

千住 の まちなみ ビデ オ好評 でし た

ふ れ あ い コ ン サ ー ト で

地 元 の 輪

梅田住区センター

千
寿
第
五
小
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
が
、
勇
壮
に
、
そ
し

て
軽
や
か
に
合
奏
。住
区
セ
ン

タ
ー
児
童
部
の
「
ブ
ル
ー
ス
カ

イ
少
年
団
」
や
、
利
用
者
で
結

成
し
た
「
め
だ
か
の
会
」
が
人

形
劇
を
被
露
。

春
分
の
日
、
梅
田
住
区
セ
ン

タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」が
行
わ
れ
、地
元
の
方
の

楽
し
い
公
演
が
見
ら
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
約
2
8
0人。
お
母
さ

ん
方
は
自
分
の
子
供
が
、ま
た
、

ち
び
つ
子
た
ち
は
友
だ
ち
が
出

演
し
て
い
る
の
で
、
熱
心
な
観

客
に
。
締
め
く
く
り
は
、
全
員

で

「
森
の
く
ま
さ
ん
」
な
ど
を

大
合
唱

。

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て

、
飛

山
幸
男
セ
ン
タ
ー
児
童
部
長

は
、「
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
セ

ン
タ
ー
の
最
も
大
き
な
行
事
の

一
つ
で
す
。
地
域
の
交
流
が
深

ま
る
よ
う
、
来
年
は
さ
ら
に
盛

大
な
も
の
に
し
た
い
」
と
意
欲

的
で
し
た
。

高らかにマーチングバンドが合奏

本木二丁目地区に

またしゃれた 道が完成

3
月
2
4
日
、
中
曽
根
町
会
で

は
、
一
…一
人
の
地
元
の
方
が
参
加

し
て

、
本
木
二

丁
目
7
の
道
路

(
洫
1
0路
線
)

の
完
成
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
式
を
行

い
ま
し
た
。

「
式
は
、
と

て
も
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し

た

。
や
は
り
、

地
元
も
検
討
に

加
わ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
道
な
の
で
、
参
加
意
識

が
高
か
っ
た
の
で
す
ね
」
と

洫
1
0賂
線
住
環
境
整
備
協
議
会

会
長
の
長
崎
祥
佑
さ
ん
。

本
木
二
丁
目
地
区
で
は
、
生

活
道
路
の
整
備
を
す
る
た
め
、

地
主
の
方
か
ら
敷
地
の
一
部
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
地
元
の
協

議
会
が
定
め
た
計
画
に
沿
っ

て
、
区
が
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

今
回
は
、
こ
の
整
備
方
式
で

の
第
2
号
。
道
矚
3
片
か
ら
4

び
に
広
が
り
、
カ
ラ
ー
舗
装
の

し
や
れ
た
通
り
に
。ま
た
示

学
生
の
登
校
の
軣
諞
所
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
を
つ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
ト
ラ
ス
ト
を
利
用
し
て
、

や
ま
も
も
の
シ
ン
ポ
ル
ツ
リ
ー

や
時
計
塔
が
置
か
れ
ま
し
た
。

町 ぐるみ で道 の完成 を祝い ました

Y　240, 000


